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神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
宮
城
野
に
は
、
種
々
の
偲
謡
・
偲
諺
・
俗
信
が
残
さ
れ
て
い
る
。
先
に
、
そ
の
主
な
浬
謡
に
つ
い
て
紹
介
と
考
察
を
行
っ
た
の
で
、
今
回
は
宮
城
野
の
僅
諺
・
俗
信
を
中
心
に
調
査
報
告
を
行
い
、
若
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
干
の
便
謡
を
含
め
て
、
解
説
と
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
　
僅
諺
等
の
採
集
は
、
平
成
元
年
八
月
か
ら
平
成
二
年
八
月
に
か
け
て
、
宮
城
野
に
居
住
す
る
七
十
歳
以
上
の
方
々
に
直
接
面
談
し
て
聴
取
す
る
形
で
行
っ
た
。
聴
取
し
た
方
は
、
青
木
ト
メ
ヨ
（
九
一
歳
）
、
勝
俣
タ
メ
（
九
一
歳
）
、
山
本
フ
ク
（
八
五
歳
）
、
勝
俣
ヤ
マ
（
八
三
歳
、
筆
者
の
父
方
の
伯
母
）
、
勝
俣
紋
次
郎
（
七
三
歳
、
筆
者
の
父
）
の
諸
氏
で
あ
る
（
年
齢
は
い
ず
れ
も
平
成
二
年
八
月
現
在
）
。
青
木
氏
以
外
は
、
皆
宮
城
野
生
ま
れ
の
宮
城
野
　
　
　
　
　
　
　
育
ち
で
あ
る
。
性
別
は
女
性
四
人
、
男
性
一
人
で
あ
る
。
宮
城
野
は
筆
者
の
出
身
地
で
も
あ
る
の
で
、
方
言
等
の
聴
取
上
の
支
障
は
一
切
な
か
っ
た
。
な
お
、
若
干
の
便
諺
等
に
つ
い
て
は
、
筆
者
自
身
の
記
憶
に
あ
る
も
の
も
含
め
て
考
察
し
た
。
一
、
鳥
に
関
す
る
偲
諺
・
俗
信
（
鳥
の
鳴
声
を
含
む
。
）
①
カ
ラ
ス
（
烏
）
a
、
ム
ヒ
ツ
ム
デ
ン
ノ
カ
ラ
ス
デ
サ
エ
モ
ォ
ヤ
ノ
ト
マ
リ
シ
エ
ダ
ヨ
リ
モ
ミ
エ
ダ
サ
．
ガ
ッ
テ
ヤ
ド
ヲ
ト
ル
無
筆
無
点
の
鳥
で
さ
え
も
親
の
止
ま
り
し
枝
よ
り
も
三
枝
下
が
っ
て
宿
を
取
る
。
【
解
説
と
考
察
】
　
伯
母
か
ら
採
集
。
伯
母
が
母
親
（
勝
俣
ピ
サ
。
筆
者
の
父
方
の
祖
母
）
か
ら
聞
い
た
も
の
だ
と
言
う
。
こ
れ
は
、
子
供
が
親
の
悪
口
を
言
っ
た
時
に
、
烏
で
さ
え
親
を
尊
敬
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
人
間
で
あ
る
お
前
た
ち
が
、
親
を
馬
鹿
に
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
戒
め
と
し
て
使
わ
れ
た
言
葉
長
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勝
　
　
俣
隆
だ
そ
う
だ
。
音
数
律
が
、
七
七
七
五
七
五
と
整
っ
た
形
を
し
て
お
り
、
何
か
．
語
り
物
等
に
出
典
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
調
査
の
範
囲
で
は
知
り
得
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
っ
た
。
　
【
語
釈
】
○
ム
ヒ
ツ
ム
デ
ン
ノ
　
無
筆
無
点
の
漢
字
が
宛
て
ら
れ
よ
う
。
『
日
葡
辞
書
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
　
冨
鼠
津
　
ム
ヒ
ッ
（
無
筆
）
　
字
を
書
く
す
べ
を
知
ら
な
い
こ
と
。
ま
　
　
た
、
字
を
書
く
す
べ
を
知
ら
な
い
人
。
　
　
　
ζ
旨
α
蕗
　
ム
テ
ン
ナ
（
無
点
な
）
　
文
字
を
よ
く
理
解
す
る
便
り
と
　
　
な
る
点
、
あ
る
い
は
、
記
号
の
な
い
（
書
物
、
ま
た
は
、
文
書
）
。
　
　
　
丸
面
①
昌
5
①
o
O
8
＝
o
く
畝
レ
ω
¢
「
ロ
　
（
無
点
な
こ
と
を
言
ふ
、
ま
た
は
、
　
　
す
る
）
　
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
言
う
、
ま
た
は
、
す
る
。
　
　
右
の
ム
テ
ン
と
は
結
局
、
漢
文
の
訓
点
が
な
い
こ
と
を
言
い
、
そ
の
結
　
果
、
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
と
い
う
意
味
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
　
故
、
無
筆
無
点
と
は
、
「
文
字
も
知
ら
ず
、
わ
け
も
わ
か
ら
ぬ
」
状
態
を
指
　
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
○
カ
ラ
ス
デ
サ
エ
モ
　
サ
エ
モ
は
、
烏
を
既
め
た
言
い
方
で
あ
る
。
鳥
を
つ
　
ま
ら
な
い
も
の
と
見
な
し
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
枕
草
子
の
冒
頭
部
の
一
節
、
　
　
「
か
ら
す
の
ね
ど
こ
ろ
へ
行
く
と
て
、
み
つ
よ
つ
、
ふ
た
つ
み
つ
な
ど
、
　
と
び
い
そ
ぐ
さ
へ
あ
は
れ
な
り
。
」
が
想
起
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
○
オ
ヤ
ノ
ト
マ
リ
シ
、
エ
ダ
ヨ
リ
モ
　
親
鳥
が
止
ま
っ
た
枝
よ
り
も
と
い
う
　
文
字
通
り
の
意
味
だ
が
、
過
去
の
助
動
詞
「
シ
」
に
、
表
現
の
古
さ
が
感
　
じ
ら
れ
る
。
○
ミ
エ
ダ
サ
ガ
ッ
テ
ヤ
ド
ヲ
ト
ル
　
こ
れ
鳳
、
「
三
歩
下
が
っ
て
師
の
影
を
踏
　
ま
ず
。
」
と
同
様
の
言
い
方
で
あ
ろ
う
。
子
鳥
の
親
烏
へ
の
礼
を
表
わ
す
表
　
現
と
言
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
【
通
釈
】
　
文
字
も
書
け
ず
、
道
理
も
わ
か
ら
ぬ
烏
で
さ
え
も
、
（
子
烏
は
）
親
鳥
が
止
ま
っ
た
枝
よ
り
も
三
枝
下
の
枝
に
止
ま
っ
て
、
そ
こ
を
塒
と
し
て
い
る
。
（
そ
の
よ
う
に
、
鳥
で
さ
え
も
親
へ
の
礼
儀
を
心
得
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
人
間
と
し
て
物
事
の
道
理
が
わ
か
っ
て
い
る
は
ず
の
お
前
た
ち
が
、
親
の
悪
口
を
言
っ
た
り
す
れ
ば
罰
が
当
た
る
ぞ
。
）
b
、
カ
ラ
ス
ハ
ミ
サ
キ
　
　
鳥
は
御
前
【
解
説
と
考
察
】
　
山
本
フ
ク
氏
か
ら
採
集
。
氏
に
拠
れ
ば
、
烏
が
人
事
の
前
触
れ
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
と
言
う
。
つ
ま
り
、
烏
は
、
火
事
や
人
の
死
な
ど
を
予
知
す
る
能
力
が
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
前
触
れ
と
し
て
ミ
サ
キ
と
言
っ
た
の
だ
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
『
日
本
俗
信
辞
典
』
を
見
る
と
、
鳥
に
は
予
知
能
力
が
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
、
烏
の
鳴
き
声
で
吉
凶
を
占
う
と
い
う
例
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
が
多
数
載
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
と
全
く
同
じ
表
現
の
浬
言
は
見
当
た
ら
な
い
。
　
　
　
’
【
語
釈
】
○
ミ
サ
キ
　
ミ
サ
キ
に
は
、
①
貴
人
等
の
先
導
、
②
神
の
使
者
と
し
て
の
動
物
、
③
変
死
者
の
霊
魂
な
ど
の
意
味
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
こ
で
は
②
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
味
に
近
い
使
わ
れ
方
で
は
な
い
か
と
思
う
。
柳
田
国
男
は
、
「
み
さ
き
神
　
考
」
の
中
で
、
野
狐
や
眼
に
見
え
ぬ
風
の
よ
う
な
も
の
を
ト
ホ
リ
ミ
サ
キ
　
と
言
っ
た
り
、
山
の
鳥
や
虫
を
ミ
サ
キ
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
と
指
摘
し
た
　
上
で
、
そ
の
実
例
と
し
て
、
三
光
鳥
、
駆
歩
の
ミ
サ
キ
ガ
ラ
ス
、
茨
城
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
島
の
オ
ミ
サ
キ
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
「
オ
ミ
サ
キ
」
に
つ
い
て
は
、
3
　
同
じ
く
柳
田
国
男
が
『
歳
時
習
俗
語
彙
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
　
る
。
　
　
　
　
下
野
河
内
郡
で
は
正
月
十
一
日
中
未
明
に
、
家
の
後
の
畠
に
三
つ
　
　
　
の
畝
を
立
て
て
、
三
箇
所
に
白
紙
を
敷
い
て
米
を
供
へ
、
少
し
離
れ
　
　
　
て
大
き
な
声
で
、
烏
来
い
鳥
来
い
と
喚
び
、
そ
の
三
つ
の
米
の
何
れ
　
　
　
を
先
づ
啄
む
か
を
見
て
、
其
年
播
く
べ
き
稲
種
の
早
中
晩
を
ト
定
す
　
　
　
る
（
民
族
二
巻
二
号
）
。
是
と
よ
く
似
た
風
習
は
東
北
に
多
い
が
、
石
　
　
　
城
郡
な
ど
の
は
米
で
は
な
く
麦
で
、
烏
を
喚
ぶ
の
に
も
オ
ミ
サ
キ
・
　
　
　
オ
ミ
サ
キ
と
い
ふ
者
が
あ
る
。
　
　
こ
れ
は
、
早
稲
・
中
手
・
晩
稲
の
ど
の
稲
種
が
良
い
か
を
烏
に
選
ば
せ
　
る
カ
ラ
ス
ヨ
ビ
の
行
事
で
あ
っ
て
、
ミ
サ
キ
だ
け
で
も
敬
意
が
含
ま
れ
て
　
い
る
の
に
、
さ
ら
に
オ
を
つ
け
て
オ
ミ
サ
キ
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
　
山
の
神
（
あ
る
い
は
田
の
神
）
の
使
者
と
し
て
の
鳥
を
畏
敬
す
る
気
持
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
窺
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
該
の
「
カ
ラ
ス
ハ
ミ
サ
キ
」
も
、
　
鳥
は
山
の
神
の
使
い
で
あ
る
と
い
う
の
が
本
義
で
、
神
の
使
者
故
、
予
知
　
能
力
が
あ
る
と
転
義
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
【
通
釈
】
　
鳥
は
人
事
の
前
触
れ
で
あ
る
。
（
鳥
は
山
の
神
の
使
い
で
、
未
来
が
わ
か
る
能
力
が
あ
る
。
）
c
、
ヨ
ガ
ラ
ス
ガ
ナ
ク
ト
カ
ジ
ニ
ナ
ル
　
　
夜
烏
が
鳴
く
と
火
事
に
な
る
。
【
解
説
と
考
察
】
　
勝
俣
タ
メ
氏
、
山
本
フ
ク
氏
よ
り
採
集
。
こ
れ
は
、
『
日
本
俗
信
辞
典
』
に
拠
れ
ば
、
会
津
（
福
島
）
、
因
幡
（
鳥
取
）
、
広
島
、
津
軽
（
青
森
）
、
千
葉
、
長
野
な
ど
に
同
様
の
浬
諺
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
全
国
的
な
も
の
で
あ
る
。
　
烏
は
、
記
紀
神
話
の
八
腿
鳥
が
、
太
陽
神
天
照
大
御
神
の
遣
い
で
あ
り
、
太
陽
神
そ
の
も
の
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
に
、
太
陽
と
非
常
に
関
係
深
い
鳥
で
あ
る
。
中
国
で
も
、
日
中
に
三
足
の
烏
が
い
る
と
さ
れ
、
ギ
リ
シ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
話
で
も
、
鳥
は
太
陽
神
ア
ポ
ロ
ン
の
使
者
で
あ
る
。
一
方
、
「
日
」
と
「
火
」
は
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
が
異
な
る
の
で
、
別
の
語
源
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
は
、
そ
の
光
と
熱
、
色
な
ど
の
類
似
性
に
よ
っ
て
、
関
連
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
来
た
長
い
歴
史
が
あ
る
。
そ
れ
故
、
「
日
」
の
象
徴
で
あ
る
鳥
は
、
同
時
に
、
「
火
」
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
、
火
事
の
原
因
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
夜
鳥
で
あ
る
の
は
、
夜
に
火
事
が
多
い
と
い
う
事
実
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
【
語
釈
】
【
通
釈
】
は
特
に
問
題
が
な
い
の
で
省
略
す
る
。
（
以
下
、
同
様
な
場
合
は
、
特
に
断
わ
ら
ず
に
省
略
す
る
。
）
d
、
ヒ
ト
ガ
シ
ヌ
ト
キ
ハ
、
ヨ
ワ
ヨ
ワ
シ
ク
カ
ラ
ス
ガ
ナ
ク
。
　
　
人
が
死
ぬ
時
は
弱
々
し
く
鳥
が
鳴
く
。
【
解
説
と
考
察
】
　
勝
俣
タ
メ
氏
、
山
本
フ
ク
氏
よ
り
採
集
。
「
カ
ラ
ス
が
鳴
く
と
人
が
死
ぬ
。
」
と
い
う
地
域
は
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。
『
日
本
俗
信
辞
典
』
に
拠
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。
　
①
単
に
鳥
が
鳴
い
た
だ
け
で
も
と
す
る
場
合
、
②
鳥
の
鳴
き
方
（
鳴
き
声
）
が
悪
い
場
合
、
③
鳥
の
鳴
く
時
刻
が
悪
い
場
合
、
④
鳥
の
鳴
く
場
所
が
悪
い
場
合
、
⑤
鳥
の
鳴
く
姿
勢
が
悪
い
場
合
、
の
五
つ
で
あ
る
。
当
該
の
俗
信
は
②
に
属
す
る
が
、
②
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。
　
⑦
鳴
く
回
数
が
異
常
な
場
合
（
通
常
は
平
声
鳴
き
す
る
も
の
と
さ
れ
る
の
　
　
で
、
一
声
鳴
、
三
声
音
を
凶
と
す
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
二
声
鳴
　
　
き
も
よ
く
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
四
と
死
を
絡
ま
せ
て
、
四
声
二
声
（
死
箱
根
宮
城
野
地
区
に
伝
わ
る
僅
諺
・
俗
信
・
僅
謡
に
つ
い
て
勝
　
　
俣
隆
4
　
　
に
）
や
四
声
磁
石
、
あ
る
い
は
四
羽
の
鳥
の
鳴
き
声
を
凶
と
す
る
。
）
　
⑦
鳴
き
声
の
強
弱
に
よ
る
も
の
（
や
か
ま
し
く
騒
ぐ
場
合
、
静
か
に
鳴
く
　
　
時
、
弱
々
し
く
鳴
く
時
、
悲
し
そ
う
に
鳴
く
時
、
淋
し
そ
う
に
鳴
く
時
　
　
な
ど
。
）
　
㊥
鳴
き
声
の
長
短
に
よ
る
も
の
（
長
く
引
い
て
な
く
、
ゆ
っ
く
り
鳴
く
な
　
　
ど
。
）
　
㊥
通
常
と
変
わ
っ
た
鳴
声
（
カ
ア
エ
ー
〔
福
井
〕
、
ア
ク
ゥ
ア
フ
ウ
〔
群
　
　
馬
〕
、
カ
ワ
イ
カ
ワ
イ
〔
兵
庫
・
広
島
〕
、
オ
ア
ー
〔
三
重
〕
な
ど
。
）
　
宮
城
野
の
場
合
は
、
④
の
場
合
で
、
「
弱
々
し
く
鳴
く
」
の
を
死
者
の
記
し
と
す
る
の
は
、
長
野
・
秋
田
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
と
に
か
く
、
烏
と
死
を
結
び
つ
け
た
の
は
、
鳥
の
黒
い
姿
と
、
不
気
味
な
声
が
、
死
を
連
想
さ
せ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
e
、
カ
ラ
ス
ガ
イ
エ
ノ
チ
カ
ク
デ
ナ
ク
ト
、
ヨ
セ
ヘ
イ
ッ
テ
ナ
ケ
ト
オ
イ
ハ
　
　
ラ
フ
　
　
鳥
が
家
の
近
く
で
鳴
く
と
、
「
よ
せ
へ
行
っ
て
鳴
け
」
と
追
い
払
う
【
解
説
と
考
察
】
　
青
木
ト
メ
ヨ
氏
、
山
本
フ
ク
氏
よ
り
採
集
。
こ
れ
は
、
「
ヨ
セ
ヘ
イ
ッ
テ
ナ
ケ
」
の
代
わ
り
に
、
「
ソ
ッ
チ
ヘ
イ
ッ
テ
ナ
イ
テ
ク
レ
」
と
も
言
う
と
の
こ
と
　
　
　
り
　
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
家
の
近
く
で
鳥
が
鳴
く
こ
と
を
不
吉
と
考
え
て
追
い
払
う
言
葉
で
あ
る
。
「
ソ
ッ
チ
ヘ
イ
ッ
テ
ナ
イ
テ
ク
レ
」
に
は
、
鳥
に
お
願
い
し
て
い
る
趣
き
が
あ
り
、
い
く
ら
嫌
な
鳥
で
も
、
ミ
サ
キ
と
い
う
神
の
使
い
的
側
面
が
あ
る
の
で
、
無
下
に
追
い
払
え
ず
に
、
依
頼
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
『
日
本
俗
信
辞
典
』
に
拠
れ
ば
、
鳥
が
家
の
近
く
で
鳴
く
の
を
不
吉
と
し
て
嫌
う
の
は
、
群
馬
、
愛
媛
、
熊
本
、
香
川
な
ど
を
初
め
と
し
て
多
数
見
ら
れ
る
。
但
し
、
烏
の
鳴
き
声
が
悪
い
時
な
ど
、
呪
文
を
唱
え
た
り
、
唾
を
吐
い
た
り
す
る
例
は
あ
る
が
、
手
で
追
い
払
う
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
②
ホ
ト
ト
ギ
ス
（
時
鳥
）
a
、
ホ
ツ
チ
ャ
ン
カ
ケ
言
詮
オ
ト
ウ
ト
コ
イ
シ
ヤ
　
　
ホ
ッ
チ
ャ
ン
か
け
た
か
弟
恋
し
や
【
解
説
と
考
察
】
　
伯
母
よ
り
採
集
。
時
鳥
の
鳴
き
声
の
聞
き
な
し
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
民
話
を
伴
っ
て
い
る
。
　
　
　
二
人
の
兄
弟
が
い
て
、
エ
サ
を
食
べ
た
か
ど
う
か
で
喧
嘩
を
し
た
。
　
　
兄
が
弟
を
疑
っ
て
、
弟
の
お
腹
を
割
い
て
調
べ
た
ら
、
エ
サ
は
な
か
っ
　
　
た
。
弟
は
無
実
が
証
明
さ
れ
た
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
兄
は
弟
の
死
を
　
　
悲
し
ん
で
、
血
を
吐
く
ま
で
鳴
く
（
泣
く
）
よ
う
に
な
っ
た
。
　
こ
れ
は
、
小
鳥
前
生
謳
の
中
で
、
「
時
鳥
と
兄
弟
」
の
話
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
『
日
本
昔
話
大
成
』
第
一
巻
『
動
物
昔
話
』
の
中
に
は
、
鹿
児
島
か
ら
青
森
ま
で
、
こ
の
類
型
の
話
が
多
数
載
っ
て
い
る
が
、
全
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
同
じ
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
食
物
（
主
に
芋
）
を
め
ぐ
っ
て
、
兄
が
弟
を
疑
う
形
は
全
国
に
見
ら
れ
る
が
、
芋
の
よ
い
所
（
お
い
し
い
所
）
と
悪
い
所
（
ま
ず
い
所
）
を
対
比
し
た
も
の
が
多
い
の
に
、
食
べ
た
か
食
べ
な
い
か
を
争
う
の
は
珍
し
い
。
鳴
き
声
の
聞
き
な
し
と
し
て
は
、
岐
阜
県
益
田
郡
の
「
ほ
っ
ち
か
け
た
が
、
弟
恋
し
」
、
同
飛
騨
郡
「
ほ
っ
ち
ょ
か
け
た
か
」
、
新
潟
県
中
蒲
原
郡
、
北
魚
沼
郡
、
栃
尾
市
の
「
弟
恋
し
や
、
本
尊
か
け
た
か
」
　
　
　
　
　
ね
　
な
ど
が
近
い
。
こ
の
「
本
尊
か
け
た
か
」
と
い
う
形
は
、
『
犬
筑
波
集
』
（
享
5
録
末
年
か
ら
天
文
初
年
、
一
五
三
〇
年
前
後
）
に
、
　
　
　
ふ
っ
た
ん
に
本
尊
か
け
た
か
ほ
と
と
ぎ
す
と
し
て
見
ら
れ
る
古
い
も
の
で
あ
る
。
当
該
の
「
ホ
ッ
チ
ャ
ン
」
は
「
ホ
ン
ゾ
ン
」
の
変
化
し
た
形
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
「
ホ
ン
ゾ
ン
（
本
尊
）
」
で
は
、
こ
の
話
の
内
容
と
は
合
わ
な
い
。
新
潟
県
の
新
発
田
市
に
は
、
「
弟
恋
し
包
丁
立
て
た
か
」
（
『
日
本
昔
話
大
成
』
）
の
聞
き
な
し
が
見
ら
れ
、
ホ
ッ
チ
ョ
ン
を
包
丁
の
意
と
採
れ
ば
、
腹
を
割
く
こ
と
と
の
関
わ
り
は
出
て
来
よ
う
。
な
お
、
父
は
、
こ
の
鳴
き
声
の
聞
き
な
し
を
「
ホ
ッ
チ
ョ
ン
か
け
た
か
弟
恋
し
や
」
の
形
で
覚
え
て
い
た
と
い
う
。
異
伝
で
あ
ろ
う
。
b
、
ホ
ッ
チ
ョ
ン
カ
ケ
註
脚
ト
ウ
ト
コ
イ
シ
オ
ト
ウ
ト
コ
イ
シ
　
　
ホ
ッ
チ
ョ
ン
か
け
た
弟
恋
し
弟
恋
し
【
解
説
と
考
察
】
　
勝
俣
タ
メ
氏
、
山
本
フ
ク
氏
よ
り
採
集
。
a
と
よ
く
似
て
い
る
が
、
付
随
の
民
話
は
、
次
に
載
せ
る
よ
う
に
大
分
異
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ら
　
　
　
兄
弟
が
い
て
、
弟
が
猟
師
に
鉄
砲
で
撃
た
れ
て
、
捕
わ
れ
て
、
薬
に
　
　
さ
れ
た
。
そ
れ
を
悲
し
ん
で
兄
が
鳴
く
。
ホ
ッ
チ
ョ
ン
カ
ケ
タ
と
は
、
　
　
時
鳥
が
仲
間
を
呼
ぶ
時
の
声
だ
と
言
う
。
　
『
日
本
昔
話
大
成
』
に
は
、
「
時
鳥
と
兄
弟
」
の
話
が
、
上
述
の
如
く
多
数
見
ら
れ
る
が
、
右
の
話
に
似
た
も
の
は
見
出
せ
な
い
。
宮
城
野
の
特
異
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
時
鳥
が
薬
に
な
る
こ
と
は
、
次
に
述
べ
る
。
c
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
ノ
ウ
チ
タ
テ
ヲ
シ
ボ
ル
ト
シ
ン
ノ
ク
ス
リ
　
時
鳥
の
撃
ち
た
て
を
絞
る
と
心
の
薬
【
解
説
と
考
察
】
　
勝
俣
タ
メ
氏
、
山
本
フ
ク
氏
よ
り
採
集
。
こ
れ
は
、
時
鳥
を
鉄
砲
の
玉
で
撃
っ
て
す
ぐ
に
、
そ
の
血
を
絞
っ
て
飲
む
と
心
臓
の
薬
と
な
る
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
あ
る
。
調
べ
た
範
囲
で
は
、
時
鳥
の
血
を
飲
む
と
言
っ
た
療
法
は
他
書
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
時
鳥
は
、
「
鳴
い
て
血
を
吐
く
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
も
薬
と
し
て
の
時
鳥
を
考
え
た
時
、
印
象
と
し
て
最
も
強
烈
な
”
血
”
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
血
は
心
臓
と
関
係
深
い
か
ら
、
「
心
の
薬
」
と
い
う
の
は
よ
く
理
解
で
き
る
。
d
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
ヲ
ク
ロ
ヤ
キ
ニ
ス
ル
ト
、
シ
ン
ノ
ゾ
ウ
、
ハ
イ
、
ノ
ウ
、
　
　
サ
ン
ゴ
ノ
ヒ
ダ
チ
、
チ
ノ
ミ
チ
ニ
ョ
イ
　
　
時
鳥
を
黒
焼
に
す
る
と
、
心
の
臓
、
肺
、
脳
、
産
後
の
肥
立
ち
、
血
の
　
　
道
に
良
い
。
【
解
説
と
考
察
】
　
勝
俣
タ
メ
・
山
本
フ
ク
氏
よ
り
採
集
。
両
氏
に
拠
る
と
、
時
鳥
の
胴
を
土
瓶
に
焼
い
て
、
味
噌
を
付
け
て
、
黒
焼
き
に
し
て
食
べ
る
の
だ
と
言
う
。
こ
の
黒
焼
は
、
生
臭
い
が
、
と
て
も
高
価
で
貴
重
な
も
の
で
、
昔
、
箸
の
先
が
耳
掻
き
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
耳
掻
き
一
杯
、
黒
焼
き
の
粉
を
飲
む
だ
け
で
非
常
に
効
き
目
が
あ
っ
た
と
い
う
。
気
付
け
薬
と
し
て
も
効
能
が
あ
り
、
よ
く
効
い
た
証
拠
と
し
て
は
、
死
ん
だ
人
も
黒
焼
き
の
粉
を
飲
む
と
生
き
返
る
ほ
ど
で
、
こ
れ
は
漢
方
医
の
岡
島
先
生
（
故
人
）
が
、
実
際
に
知
っ
て
い
た
話
だ
と
言
う
。
勝
俣
タ
メ
氏
自
身
、
黒
焼
の
粉
を
飲
ん
で
、
百
日
咳
が
治
っ
た
そ
う
だ
。
　
時
鳥
の
黒
焼
き
が
種
々
の
病
気
に
効
く
こ
と
は
、
『
日
本
俗
信
辞
典
』
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。
結
核
・
肺
炎
・
風
邪
そ
の
他
の
万
病
（
埼
玉
・
佐
賀
）
、
チ
フ
ス
（
神
奈
川
）
、
百
日
咳
（
山
梨
）
、
疽
の
虫
（
新
潟
・
岡
山
）
、
肺
病
（
埼
箱
根
宮
城
野
地
区
に
伝
わ
る
僅
諺
・
俗
信
・
浬
謡
に
つ
い
て
勝
　
　
俣
「
隆
6
玉
・
神
奈
川
・
岐
阜
）
、
乳
腫
れ
・
頭
痛
・
神
経
痛
（
熊
本
）
、
疵
（
岩
手
）
、
血
の
道
（
神
奈
川
県
津
久
井
郡
・
長
崎
）
等
で
あ
る
。
宮
城
野
と
共
通
し
て
い
る
の
は
、
肺
病
（
結
核
・
肺
炎
）
、
百
日
咳
・
血
の
並
等
で
あ
っ
て
、
心
臓
に
効
く
と
い
う
の
が
、
他
に
見
ら
れ
ぬ
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
心
臓
に
つ
い
て
は
、
時
鳥
と
血
の
関
係
か
ら
、
他
に
あ
っ
て
も
良
い
と
思
う
が
、
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
ら
な
い
。
肺
・
脳
・
産
後
の
肥
立
ち
・
血
の
道
導
は
、
す
べ
て
血
と
関
係
あ
る
か
ら
、
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
「
鳴
い
て
血
を
吐
く
時
鳥
」
と
い
う
表
現
か
ら
す
れ
ば
、
血
を
吐
く
こ
と
が
肺
病
を
連
想
さ
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
る
か
ら
、
特
に
肺
と
の
関
係
は
深
い
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
死
ん
で
活
き
返
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
黒
焼
き
は
溺
死
者
の
鼻
の
中
へ
吹
き
込
む
と
救
う
こ
と
が
で
き
る
（
愛
知
）
」
（
『
日
本
俗
信
辞
典
』
）
と
あ
り
、
小
山
田
与
清
の
『
松
屋
筆
記
』
（
文
化
末
年
〔
一
八
一
八
〕
～
弘
化
二
年
半
八
四
五
〕
）
に
も
、
「
水
死
人
廿
四
時
ノ
間
ハ
杜
鵤
ノ
黒
焼
ヲ
ロ
中
二
吹
込
ミ
又
ハ
後
門
へ
吹
入
レ
ル
ト
忽
チ
蘇
活
ス
ル
」
と
あ
る
。
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
な
の
で
あ
ろ
う
。
e
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
ノ
ハ
ネ
ハ
シ
ョ
ウ
チ
ュ
ウ
ヅ
ケ
ニ
シ
キ
ズ
グ
ス
リ
ニ
ス
ル
　
　
時
鳥
の
羽
は
焼
酒
付
け
に
し
傷
薬
に
す
る
【
解
説
と
考
察
】
　
勝
俣
タ
メ
氏
、
山
本
フ
ク
氏
よ
り
採
集
。
民
間
療
法
で
あ
る
が
、
『
日
本
俗
信
辞
典
』
を
見
て
も
、
同
種
の
も
の
は
載
っ
て
い
な
い
。
時
鳥
は
、
前
項
に
示
し
た
よ
う
に
、
“
血
”
に
関
す
る
病
気
に
よ
く
効
く
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
だ
か
ら
、
傷
に
塗
れ
ば
止
血
効
果
が
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
f
、
ホ
ト
ト
ギ
ズ
ハ
ノ
ド
カ
ラ
チ
ガ
デ
ル
ポ
ド
ナ
ク
　
　
時
鳥
は
喉
か
ら
血
が
出
る
．
程
鳴
く
【
解
説
と
考
察
】
　
勝
俣
タ
メ
氏
、
山
本
フ
ク
氏
よ
り
採
集
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
血
を
吐
く
よ
う
な
悲
痛
な
声
で
鳴
き
」
（
『
日
本
俗
信
辞
典
』
）
、
「
鋭
く
激
し
く
、
血
を
吐
く
よ
う
に
鳴
き
続
け
る
」
（
山
口
蓋
置
氏
『
ち
ん
ち
ん
千
鳥
の
鳴
く
声
は
1
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
本
人
が
聞
い
た
鳥
の
声
1
』
）
、
　
「
昔
か
ら
『
血
を
吐
く
叫
び
』
と
か
『
絹
を
さ
く
叫
び
』
と
か
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
鋭
い
鳴
き
方
を
さ
し
た
も
の
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
思
わ
れ
る
」
（
中
坪
礼
治
氏
解
説
『
N
H
K
日
本
の
野
鳥
－
森
の
四
季
1
』
）
等
の
如
く
、
時
鳥
の
鋭
い
鳴
き
方
が
、
血
を
吐
く
こ
と
を
連
想
さ
せ
た
と
い
う
見
方
が
あ
る
。
一
方
、
「
時
鳥
と
兄
弟
」
の
民
話
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
時
鳥
の
口
の
色
か
ら
来
た
と
い
う
見
方
も
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
奈
良
県
添
上
郡
の
「
時
鳥
と
兄
弟
」
の
話
で
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
（
前
略
）
そ
れ
で
時
鳥
は
今
も
、
お
と
と
か
わ
い
や
、
ほ
し
ろ
ん
か
け
　
　
た
か
と
、
毎
日
八
千
八
声
ず
つ
鳴
く
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
も
し
人
が
　
　
そ
の
途
中
で
口
ま
ね
を
す
る
と
、
た
と
え
八
千
七
声
ま
で
い
っ
て
い
て
　
　
も
、
ま
た
は
じ
め
か
ら
八
千
八
声
鳴
き
返
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
時
鳥
が
　
　
木
に
止
ま
っ
て
い
る
と
き
に
見
る
と
、
口
が
赤
い
の
も
こ
の
鳴
き
過
ぎ
　
　
の
た
め
、
血
を
吐
い
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
（
『
日
本
昔
話
大
成
』
）
　
時
鳥
が
、
弟
（
ま
た
は
、
兄
、
姉
、
妹
）
を
殺
し
た
罰
と
し
て
、
八
千
八
声
（
千
声
、
昼
に
老
声
夜
に
千
声
、
叡
智
、
八
万
八
声
、
八
千
、
四
万
八
声
と
も
）
一
日
に
鳴
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
伝
承
は
、
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
（『
坙
{
昔
話
大
成
』
等
）
。
こ
れ
は
勿
論
、
時
鳥
が
初
夏
に
飛
来
し
た
時
、
頻
り
に
鳴
く
こ
と
が
、
そ
う
し
た
考
え
を
生
み
出
し
た
一
因
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
風
間
辰
夫
氏
『
新
潟
・
鳥
の
こ
と
わ
ざ
と
方
言
』
で
は
、
次
の
如
く
　
　
　
　
め
　
説
か
れ
る
。
7
　
　
　
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
口
内
は
榿
赤
色
な
の
で
、
口
を
あ
け
ま
す
と
血
の
よ
　
　
う
に
見
え
ま
す
。
俗
に
い
わ
れ
て
い
る
“
泣
い
て
血
を
は
く
ほ
と
と
ぎ
　
　
す
”
の
文
句
も
こ
こ
か
ら
出
た
も
の
で
し
ょ
う
。
　
時
鳥
の
声
が
い
く
ら
鋭
く
と
も
、
そ
れ
が
す
ぐ
血
と
結
び
う
く
と
考
え
る
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
先
の
添
上
郡
の
「
時
鳥
と
兄
弟
」
の
民
話
で
、
「
口
が
赤
い
の
も
こ
の
鳴
き
過
ぎ
の
た
め
、
血
を
吐
い
て
い
る
の
だ
」
と
す
る
見
方
か
ら
考
え
て
も
、
口
が
赤
い
と
こ
ろ
が
ら
、
血
を
吐
く
と
い
う
考
え
が
生
ま
れ
た
と
す
る
風
間
氏
の
説
に
賛
成
し
た
い
と
思
う
。
9
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
ハ
メ
ス
ヲ
ヨ
ブ
ト
キ
、
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
ト
ナ
ク
。
　
　
時
鳥
は
雌
を
呼
ぶ
時
、
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
と
鳴
く
。
【
解
説
と
考
察
】
　
勝
俣
タ
メ
氏
、
山
本
フ
ク
氏
か
ら
採
集
。
時
鳥
の
鳴
き
声
の
う
ち
、
雄
が
雌
を
呼
ぶ
時
の
特
定
の
声
の
説
明
で
あ
る
。
こ
の
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
と
い
う
鳴
き
声
は
、
『
日
本
方
言
大
辞
典
』
や
『
日
本
昔
話
大
成
』
に
は
見
ら
れ
ぬ
が
、
『
ち
ん
ち
ん
千
鳥
の
な
く
声
は
』
で
は
「
オ
ッ
キ
ョ
、
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
」
を
、
『
徳
島
県
野
鳥
図
鑑
』
で
は
、
「
キ
ョ
ッ
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
て
い
る
。
　
筆
者
が
、
時
鳥
の
声
を
聞
い
た
限
り
に
お
い
て
、
こ
の
「
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
」
と
い
う
鳴
き
声
は
、
短
か
く
鋭
く
て
、
こ
れ
が
所
謂
「
絹
を
裂
く
叫
び
」
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
た
だ
こ
れ
は
、
「
ホ
ッ
チ
ャ
ン
か
け
た
か
弟
恋
し
や
」
流
の
鳴
き
方
が
う
ま
く
で
き
な
い
時
や
、
一
種
の
警
戒
音
と
し
て
の
鳴
き
方
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
。
雌
を
呼
ぶ
時
の
声
で
あ
る
と
す
る
も
の
は
、
調
査
の
範
囲
で
は
他
に
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
但
し
、
時
鳥
の
雌
の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
に
つ
い
て
は
、
『
岡
山
の
鳥
』
で
は
、
「
雌
は
ピ
チ
ピ
チ
ピ
ピ
ピ
と
な
く
。
」
、
『
大
山
の
野
鳥
』
で
は
、
「
雌
は
ピ
ピ
ピ
…
…
と
テ
ン
ポ
が
早
い
鳴
き
声
で
あ
　
　
ゆ
　
る
。
」
と
し
て
、
雄
の
鳴
き
声
と
区
割
し
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
、
「
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
」
が
、
時
鳥
の
雄
の
鳴
き
声
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
だ
。
本
例
は
、
俗
信
と
言
え
な
い
面
が
あ
る
が
、
「
絹
を
裂
く
叫
び
」
の
実
態
を
示
し
、
人
と
時
鳥
の
交
流
の
深
さ
を
示
す
例
と
し
て
掲
げ
た
。
二
、
虫
に
関
す
る
僅
諺
①
ハ
チ
（
蜂
）
a
、
ハ
チ
ノ
ス
ハ
ヒ
ク
イ
ト
コ
ロ
ニ
ツ
ク
ル
ト
オ
オ
ア
ラ
シ
、
耳
茸
イ
ト
コ
　
　
ロ
ニ
ツ
ク
ル
ト
カ
ゼ
ガ
フ
ク
　
．
　
　
蜂
の
巣
は
低
い
所
に
作
る
と
大
嵐
、
高
い
所
に
作
る
と
風
が
吹
く
【
解
説
と
考
察
】
　
勝
俣
タ
メ
氏
、
山
本
フ
ク
氏
よ
り
採
集
。
動
物
に
よ
る
天
気
予
報
は
全
国
に
多
数
分
布
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
蜂
が
巣
を
か
け
る
場
所
の
高
低
に
よ
る
も
の
も
多
く
、
『
日
本
俗
信
辞
典
』
に
は
、
次
の
如
く
あ
る
。　
①
ハ
チ
が
低
い
と
こ
ろ
に
巣
を
つ
く
る
年
は
、
大
風
が
あ
る
（
岩
手
か
ら
　
　
沖
縄
ま
で
の
三
十
二
県
。
但
し
、
神
奈
川
の
例
は
な
い
。
）
②
同
じ
く
、
台
風
が
多
い
（
群
馬
・
新
潟
・
静
岡
・
京
都
・
徳
島
）
　
③
同
じ
く
、
風
雨
が
多
い
（
香
川
県
大
川
郡
）
　
④
高
い
場
所
に
巣
づ
く
り
す
る
年
は
、
大
風
の
心
配
が
な
い
（
岩
手
か
ら
　
　
沖
縄
ま
で
の
十
八
県
。
但
し
、
神
奈
川
の
例
は
な
い
。
）
　
⑤
同
じ
く
、
台
風
が
来
な
い
（
群
馬
・
千
葉
・
愛
媛
）
箱
根
宮
城
野
地
区
に
伝
わ
る
僅
諺
・
俗
信
・
僅
謡
に
つ
い
て
勝
　
　
俣
隆
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右
の
う
ち
、
代
表
的
な
①
と
④
の
両
者
を
旦
ハ
塾
し
て
い
る
の
は
十
五
県
で
、
対
句
の
形
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
①
の
半
数
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
宮
城
野
の
偲
諺
で
は
「
大
嵐
」
と
あ
る
の
が
、
他
の
「
大
風
」
と
、
同
じ
く
、
「
風
が
吹
く
」
が
、
他
の
「
大
風
の
心
配
が
な
い
」
と
、
全
く
同
じ
か
ど
う
か
や
や
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
基
本
的
に
は
、
風
が
よ
く
当
た
る
高
い
所
に
蜂
の
巣
が
あ
れ
ば
、
暴
風
が
な
い
こ
と
を
予
知
し
て
高
く
作
っ
た
の
だ
と
考
え
、
風
が
あ
た
ら
な
い
低
い
所
に
巣
が
あ
れ
ば
、
暴
風
が
来
る
こ
と
を
予
知
し
て
低
く
作
っ
た
の
だ
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
日
本
俗
信
辞
典
』
で
は
、
「
ハ
チ
の
巣
に
特
別
の
呪
力
を
認
め
る
信
仰
」
で
あ
り
、
「
天
候
予
知
に
た
く
み
」
な
も
の
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
同
感
で
あ
る
。
b
、
ハ
チ
ガ
ヒ
ク
イ
ト
コ
ロ
ニ
ス
ヲ
ツ
ク
ル
ト
タ
イ
フ
ウ
ガ
オ
オ
ク
、
タ
カ
　
　
イ
ト
コ
ロ
ニ
ス
ヲ
ツ
ク
ル
ト
タ
イ
フ
ウ
ガ
ス
ク
ナ
イ
　
　
蜂
が
低
い
所
に
巣
を
作
る
と
台
風
が
多
く
、
高
い
所
に
巣
を
作
る
と
台
　
　
風
が
少
な
い
【
解
説
と
考
察
】
　
父
よ
り
採
集
。
a
と
似
て
い
る
が
、
台
風
の
多
少
の
説
明
で
あ
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
台
風
に
つ
い
て
は
、
a
の
②
⑤
に
示
し
た
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
が
、
⑤
で
は
「
台
風
が
来
な
い
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
で
は
、
「
台
風
が
少
な
い
」
と
す
る
点
が
異
な
る
。
し
か
し
、
基
本
的
に
は
、
蜂
に
台
風
の
予
知
能
力
が
あ
る
と
し
て
い
る
点
は
共
通
す
る
。
②
ク
モ
（
蜘
蛛
）
　
　
ク
モ
ガ
ス
ヲ
ヒ
ク
ク
カ
ケ
ル
ト
ア
メ
、
タ
カ
ク
カ
ケ
ル
ト
テ
ン
キ
ニ
ナ
　
　
ル
　
　
蜘
蛛
が
巣
を
低
く
懸
け
る
と
雨
、
高
く
懸
け
る
と
天
気
に
な
る
【
解
説
と
考
察
】
　
伯
母
よ
り
採
集
。
蜘
蛛
の
巣
の
位
置
に
よ
る
天
気
予
報
で
あ
る
。
『
日
本
俗
信
辞
典
』
で
は
、
「
巣
を
大
き
く
か
け
た
り
、
低
く
か
け
た
時
に
は
雨
（
熊
本
）
」
、
「
巣
を
低
く
張
る
時
は
雨
（
石
川
県
珠
洲
郡
）
」
な
ど
の
類
例
が
見
ら
れ
る
。
木
な
ど
の
下
の
方
に
巣
を
張
れ
ば
雨
に
ぬ
れ
な
く
て
済
む
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
蜘
蛛
に
天
気
予
知
の
能
力
が
あ
る
と
し
た
も
の
で
、
全
国
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
だ
。
実
際
、
伯
母
が
、
朝
の
通
り
雨
に
よ
っ
て
蜘
蛛
の
巣
に
水
滴
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
、
巣
の
位
置
が
確
か
め
ら
れ
る
の
を
見
て
、
そ
の
日
の
天
気
予
報
を
行
っ
た
の
に
遭
遇
し
た
こ
と
が
あ
る
。
『
日
本
俗
信
辞
典
』
に
拠
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
科
学
的
根
拠
も
あ
る
よ
う
だ
。
③
ト
ン
ボ
（
蜻
蛉
）
　
　
オ
シ
ョ
ロ
サ
ン
ヲ
オ
ボ
ン
ノ
ア
イ
ダ
ハ
ト
ッ
テ
ハ
ナ
ラ
ナ
イ
　
　
お
精
霊
さ
ん
を
お
盆
の
間
は
捕
っ
て
は
な
ら
な
い
。
【
解
説
と
考
察
】
　
筆
者
自
身
の
記
憶
す
る
も
の
。
オ
シ
ョ
ロ
サ
ン
と
は
、
所
謂
シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
（
精
霊
蜻
蛉
）
の
神
奈
川
県
西
部
方
言
で
あ
り
、
祖
先
の
霊
が
蜻
蛉
に
な
っ
て
、
現
わ
れ
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
蜻
蛉
の
出
現
時
期
が
、
祖
先
の
霊
の
祭
祀
を
行
う
お
盆
（
八
月
十
三
日
～
十
六
日
）
と
重
な
る
こ
と
に
起
因
す
る
一
種
の
禁
戒
で
あ
る
。
子
供
に
と
っ
て
、
蜻
蛉
は
捕
獲
の
好
対
象
で
あ
る
が
、
お
盆
の
時
期
に
群
を
な
し
て
、
こ
の
榿
色
の
中
9
型
の
蜻
蛉
が
飛
ん
で
い
て
も
、
捕
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
柳
田
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
男
は
、
「
み
さ
き
神
考
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
空
よ
り
近
よ
っ
て
来
る
鳥
虫
の
た
ぐ
ひ
に
、
精
霊
の
依
託
を
想
像
す
　
　
る
伝
承
が
わ
が
国
に
は
特
に
多
い
。
秋
の
か
〉
り
に
飛
び
ま
は
る
も
の
　
　
に
シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
ヤ
ン
マ
、
又
は
蟷
螂
を
ホ
ト
ケ
ノ
ウ
マ
な
ど
と
い
ふ
　
　
呼
び
名
は
多
い
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
季
節
に
は
子
供
た
ち
も
捕
獲
を
戒
　
　
め
ら
れ
て
る
る
。
烏
の
前
生
謳
と
い
ふ
昔
話
の
、
よ
そ
の
民
族
と
は
比
　
　
べ
も
の
に
な
ら
ぬ
程
発
達
し
て
み
る
の
も
、
彼
ら
が
人
間
以
上
に
幽
界
　
　
の
事
情
に
通
じ
て
み
る
と
い
ふ
推
測
が
も
と
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
　
　
と
も
か
く
も
常
は
顧
み
ら
れ
ぬ
山
の
鳥
虫
ま
で
が
、
ミ
サ
キ
と
し
て
一
　
　
般
に
重
要
視
せ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
　
右
の
説
明
で
、
「
秋
の
か
〉
り
に
飛
び
ま
は
る
」
と
あ
る
の
は
、
シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
の
説
明
と
し
て
は
少
し
不
十
分
な
感
じ
が
す
る
。
シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
が
精
霊
で
あ
り
、
祖
先
の
霊
が
こ
の
世
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ぽ
、
や
は
り
、
「
お
盆
」
の
時
期
に
限
定
さ
れ
る
の
が
、
正
し
い
伝
承
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
柳
田
国
男
の
考
え
で
は
、
こ
の
蜻
蛉
は
、
「
人
間
以
上
に
幽
界
の
事
情
に
通
じ
て
み
る
」
も
の
で
、
あ
く
ま
で
「
（
祖
先
霊
の
）
ミ
サ
キ
（
先
駆
）
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
如
何
だ
ろ
う
か
。
筆
者
自
身
が
母
や
周
囲
の
人
々
か
ら
言
わ
れ
た
の
は
、
オ
シ
ョ
ロ
サ
ン
自
体
が
、
精
霊
の
早
り
の
姿
で
あ
る
か
ら
捕
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
と
思
う
。
オ
シ
ョ
ロ
サ
ン
と
「
オ
」
や
「
サ
ン
」
の
敬
語
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
の
も
、
ミ
サ
キ
で
あ
る
よ
り
も
、
精
霊
そ
の
も
の
を
本
来
示
す
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
う
で
な
い
と
、
捕
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
禁
忌
の
意
味
が
軽
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
但
し
、
蟷
螂
を
ホ
ト
ケ
ノ
ウ
マ
と
言
う
の
は
、
お
盆
に
キ
ュ
ウ
リ
や
ナ
ス
で
、
牛
馬
さ
ん
を
作
り
、
精
霊
の
乗
り
物
と
す
る
よ
う
に
、
蟷
螂
を
ホ
ト
ケ
（
精
霊
）
の
乗
り
物
と
そ
の
地
域
で
は
考
え
た
の
だ
ろ
う
か
ら
、
柳
田
国
男
の
考
え
通
り
で
良
い
と
思
う
。
三
、
そ
の
他
の
動
物
・
食
物
な
ど
に
関
す
る
僅
諺
・
俗
信
①
キ
ツ
ネ
（
狐
）
a
、
キ
ツ
ネ
ガ
イ
ル
ト
コ
ロ
ヲ
ト
オ
ル
ト
ゾ
ク
ゾ
ク
ス
ル
　
　
狐
が
居
る
所
を
通
る
と
ゾ
ク
ゾ
ク
す
る
【
解
説
と
考
察
】
　
勝
俣
タ
メ
・
山
本
フ
ク
氏
よ
り
採
集
。
勝
俣
タ
メ
氏
に
拠
る
と
、
宮
城
野
の
某
家
の
樫
の
所
に
狐
が
い
て
、
木
賀
（
宮
城
野
と
宮
の
下
の
間
の
地
名
。
共
同
浴
場
が
あ
っ
た
）
か
ら
帰
っ
て
来
て
、
樫
の
下
を
通
る
と
ゾ
ク
．
ゾ
ク
と
寒
け
を
感
じ
た
と
い
う
。
『
日
本
俗
信
辞
典
』
で
は
、
「
キ
ツ
ネ
に
つ
か
れ
た
（
化
か
さ
れ
た
）
時
は
、
ム
ズ
ッ
コ
（
襟
元
）
が
ぞ
く
ぞ
く
す
る
」
と
い
う
の
が
神
奈
川
県
の
も
の
と
し
て
あ
る
く
ら
い
で
、
他
に
は
、
「
キ
ツ
ネ
の
鳴
く
時
は
寒
う
な
る
」
（
佐
賀
県
小
城
郡
）
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
佐
賀
県
の
例
は
、
寒
く
な
っ
て
冬
が
来
る
と
い
う
季
節
的
な
意
味
合
い
で
言
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
吟
味
が
必
要
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
狐
が
人
を
化
か
す
不
思
議
な
霊
力
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
右
の
例
は
、
全
国
的
な
広
が
り
は
見
ら
れ
ぬ
よ
う
で
あ
る
。
b
、
キ
ツ
ネ
ノ
チ
ョ
ウ
チ
ン
狐
の
提
灯
箱
根
宮
城
野
地
区
に
伝
わ
る
便
諺
・
俗
信
・
偲
謡
に
つ
い
て
勝
　
　
俣
隆
10
【
解
説
と
考
察
】
　
勝
俣
タ
メ
・
山
本
フ
ク
氏
よ
り
採
集
。
こ
れ
は
宮
城
野
だ
け
で
な
く
、
神
奈
川
県
西
部
地
方
に
は
広
く
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
自
身
も
、
山
北
（
神
奈
川
県
足
柄
上
郡
山
北
町
）
出
身
の
亡
母
（
勝
俣
と
り
子
）
か
ら
よ
く
聞
か
ざ
れ
た
。
母
か
ら
聞
い
た
話
は
、
家
の
向
か
い
の
密
柑
山
に
、
白
い
提
灯
が
点
々
と
並
び
、
そ
れ
が
急
に
消
え
た
と
思
う
と
、
大
分
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、
同
じ
よ
う
な
白
い
提
灯
が
点
々
と
並
ぶ
と
い
う
も
の
で
、
母
自
身
が
見
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
勝
俣
タ
メ
氏
の
話
で
は
、
提
灯
が
】
つ
付
く
と
ず
っ
と
並
ん
で
付
き
、
パ
ッ
と
消
え
て
し
ま
う
も
の
で
、
大
曲
（
宮
城
野
の
字
）
で
実
際
に
見
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
山
本
フ
ク
氏
は
、
見
た
こ
と
は
な
い
が
、
ぼ
や
け
て
い
て
後
光
の
さ
さ
な
い
豆
電
球
の
よ
う
な
も
の
だ
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、
色
は
、
は
っ
き
り
知
ら
な
い
と
言
う
こ
と
だ
っ
た
。
筆
者
自
身
も
、
家
の
裏
山
で
、
同
じ
よ
う
な
現
象
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
色
は
白
で
、
音
が
全
く
聞
こ
え
な
か
っ
た
と
思
う
。
『
日
本
俗
信
辞
典
』
に
拠
れ
ば
、
こ
の
現
象
の
こ
と
を
、
全
国
的
に
は
、
狐
の
嫁
入
り
、
狐
火
、
狐
の
御
前
迎
（
ご
ぜ
む
か
）
え
等
と
言
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
ら
し
い
。
但
し
、
狐
の
嫁
入
り
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
を
狐
の
嫁
入
り
行
列
の
提
灯
と
見
立
て
て
い
る
よ
う
だ
か
ら
、
本
質
的
な
差
は
な
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
C
、
キ
ツ
ネ
ノ
ヨ
メ
イ
リ
　
　
狐
の
嫁
入
り
【
解
説
と
考
察
】
筆
者
自
身
幼
少
か
ら
聞
き
慣
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
『
日
本
俗
信
辞
典
』
で
は
、
キ
ツ
ネ
の
嫁
入
り
を
五
種
に
分
け
て
い
る
。
①
照
降
り
雨
、
②
夜
間
の
発
光
現
象
、
狐
火
の
こ
と
、
③
虹
の
異
名
、
④
霰
が
降
る
こ
と
、
⑤
釜
の
底
の
煤
に
火
が
つ
い
た
り
消
え
た
り
す
る
現
象
。
こ
の
う
ち
、
宮
城
野
の
も
の
は
①
に
当
た
り
、
日
が
射
し
て
い
る
の
に
、
急
に
雨
が
降
っ
て
来
て
、
ま
た
す
ぐ
に
止
ん
だ
り
し
て
、
い
か
に
も
狐
に
化
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
天
気
の
こ
と
を
言
う
。
「
お
天
気
雨
」
と
い
う
言
い
方
も
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。
全
国
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
b
の
「
狐
の
提
灯
」
と
の
関
係
も
あ
る
の
で
記
し
て
お
く
。
d
、
ヨ
ル
ヤ
マ
ミ
チ
ナ
ド
デ
キ
ツ
ネ
ニ
バ
カ
サ
レ
ソ
ウ
ニ
ナ
ッ
タ
ラ
、
タ
バ
コ
ノ
ヒ
ヲ
ツ
ケ
レ
バ
ヨ
イ
夜
山
道
な
ど
で
狐
に
化
か
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
、
煙
草
の
火
を
付
け
れ
ば
良
い
。
【
解
説
と
考
察
】
　
父
よ
り
採
集
。
父
に
拠
れ
ば
、
獣
は
一
般
に
火
を
こ
わ
が
る
し
、
煙
草
は
特
に
臭
い
も
強
い
か
ら
だ
ろ
う
と
言
う
。
化
か
さ
れ
る
前
の
予
防
の
た
め
に
も
、
化
か
さ
れ
た
と
思
っ
た
時
に
狐
の
呪
縛
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
も
、
煙
草
に
火
を
つ
け
る
ら
し
い
。
『
日
本
俗
信
辞
典
』
に
は
、
キ
ツ
ネ
に
化
か
さ
れ
た
ら
、
「
煙
草
を
の
む
（
千
葉
・
山
梨
・
岡
山
・
香
川
）
」
、
「
じ
っ
と
し
て
い
て
煙
草
を
の
む
（
奈
良
）
」
、
「
座
っ
て
煙
草
を
の
め
（
愛
知
）
」
と
あ
り
、
「
化
か
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
煙
草
を
吸
う
と
恐
れ
て
逃
げ
る
（
山
口
）
」
、
「
夜
山
道
を
通
る
時
は
煙
草
を
く
ゆ
ら
せ
て
行
け
ば
、
キ
ツ
ネ
は
出
な
い
（
富
山
・
愛
知
・
長
野
）
」
と
、
予
防
的
に
述
べ
て
い
る
例
と
両
様
あ
る
。
か
な
り
全
国
的
な
信
仰
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
②
ソ
バ
（
蕎
麦
）
11
a
、
ソ
バ
ハ
シ
チ
ジ
ュ
ウ
ゴ
ニ
チ
デ
ミ
ズ
ッ
コ
ナ
ト
レ
ル
　
　
蕎
麦
は
七
十
五
日
で
見
ず
つ
こ
な
取
れ
る
【
解
説
と
考
察
】
　
父
よ
り
採
集
。
蕎
麦
は
手
間
の
か
か
ら
な
い
作
物
で
、
種
子
を
播
い
て
お
け
ば
何
も
面
倒
を
見
な
く
て
も
ど
ん
ど
ん
成
長
し
、
七
十
五
日
た
て
ば
収
穫
が
出
来
る
こ
と
を
言
う
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
く
似
た
も
の
が
、
『
日
本
俗
信
辞
典
』
に
一
例
載
っ
て
い
る
。
「
秋
ソ
バ
は
土
用
の
う
ち
に
播
け
、
播
い
て
か
ら
七
十
五
日
た
っ
た
ら
、
見
ず
に
刈
れ
」
（
群
馬
県
吾
妻
郡
）
と
言
う
も
の
で
あ
る
。
僅
諺
と
し
て
は
、
宮
城
野
の
方
の
形
が
整
っ
て
い
よ
う
。
七
十
五
日
と
い
う
点
で
は
、
同
じ
く
『
日
本
俗
信
辞
典
』
に
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
「
ソ
バ
は
七
十
五
日
で
鎌
を
持
っ
て
行
け
（
岩
手
）
」
、
「
ソ
バ
は
七
十
五
日
し
た
ら
口
に
は
い
る
（
対
馬
）
」
。
「
人
の
噂
も
七
十
五
日
」
と
い
う
有
名
な
諺
が
あ
る
よ
う
に
、
ニ
ケ
月
半
が
、
物
事
の
一
区
切
り
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
b
、
ジ
ゾ
ウ
ダ
イ
コ
ン
ニ
カ
ン
ノ
ン
ソ
バ
　
　
地
蔵
大
根
に
観
音
蕎
麦
【
解
説
と
考
察
】
　
勝
俣
タ
メ
・
山
本
フ
ク
氏
よ
り
採
集
。
地
蔵
と
は
小
田
原
市
板
橋
の
お
地
蔵
さ
ん
の
こ
と
で
、
縁
日
が
八
月
二
十
三
日
、
一
方
、
観
音
と
は
、
小
田
原
市
飯
泉
の
お
観
音
さ
ん
の
こ
と
で
、
縁
日
は
八
月
十
七
日
。
両
者
と
も
古
く
か
ら
有
名
で
、
近
郷
近
在
は
も
と
よ
り
広
範
な
信
仰
圏
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
平
皿
で
は
、
大
根
は
お
地
蔵
さ
ん
の
縁
日
の
八
月
二
十
三
日
頃
、
，
蕎
麦
は
お
観
音
さ
ん
の
縁
日
の
八
月
十
七
日
頃
種
を
播
け
ば
シ
ュ
ン
に
収
穫
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
農
事
暦
と
し
て
使
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
日
本
俗
信
辞
典
』
に
拠
れ
ば
、
神
奈
川
県
津
久
井
郡
に
、
「
薬
師
大
根
に
観
音
ソ
バ
」
と
い
う
説
く
類
似
し
た
僅
諺
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
同
書
に
拠
れ
ば
、
「
土
用
が
明
け
て
か
ら
十
二
日
目
に
ダ
イ
コ
ン
を
播
き
、
二
十
二
日
目
に
ソ
バ
を
播
く
と
よ
い
と
い
う
。
十
二
日
は
薬
師
、
二
十
二
日
は
観
音
の
縁
日
だ
か
ら
。
」
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
宮
城
野
の
便
諺
と
若
干
意
味
合
い
が
異
な
る
よ
う
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て
、
信
仰
対
象
や
農
業
へ
の
実
際
の
利
用
で
、
微
妙
な
違
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
以
前
は
、
宮
城
野
で
も
、
焼
畑
で
、
年
三
回
（
夏
蕎
麦
、
秋
蕎
麦
、
冬
蕎
麦
）
蕎
麦
を
作
っ
て
い
た
そ
う
だ
か
ら
、
こ
の
便
諺
が
、
蕎
麦
作
り
に
実
際
に
使
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
③
ダ
イ
コ
ン
（
大
根
）
　
　
ダ
イ
コ
ノ
ホ
シ
バ
ハ
サ
ン
ゼ
ン
サ
ン
ゴ
ノ
ク
ス
リ
　
　
大
根
の
干
葉
は
産
前
産
後
の
薬
【
解
説
と
考
察
】
　
山
本
フ
ク
氏
よ
り
採
集
。
ダ
イ
コ
（
大
根
の
こ
と
）
の
葉
を
干
し
た
の
を
釜
で
煎
じ
て
飲
む
か
、
風
呂
に
入
れ
て
、
そ
の
お
湯
に
つ
か
る
と
、
産
前
産
後
の
薬
と
し
て
良
い
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
あ
る
。
『
日
本
俗
信
辞
典
』
で
は
、
痔
・
神
経
痛
・
冷
え
症
・
産
後
の
養
生
（
福
島
・
石
川
・
福
井
・
岡
山
）
、
婦
人
病
（
山
口
・
大
分
・
沖
縄
）
に
は
、
ダ
イ
コ
ン
の
干
葉
の
腰
湯
が
良
い
と
い
う
例
が
見
ら
れ
る
。
宮
城
野
の
場
合
、
飲
用
に
も
す
る
点
が
異
な
る
が
、
同
じ
発
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
山
本
フ
ク
氏
は
、
次
の
よ
う
な
話
を
さ
れ
た
。
明
治
・
大
正
頃
、
四
五
軒
の
家
が
交
代
で
風
呂
を
た
く
、
も
ら
い
湯
の
制
度
が
あ
り
、
夕
方
、
「
今
晩
提
灯
」
と
い
箱
根
宮
城
野
地
区
に
伝
わ
る
僅
諺
・
俗
信
・
僅
謡
に
つ
い
て
勝
　
　
俣
隆
12
う
提
灯
を
も
っ
て
、
当
番
の
人
が
く
ぐ
り
戸
を
潜
っ
て
や
っ
て
来
て
、
「
今
晩
は
、
薬
沸
い
た
か
ら
お
い
で
」
と
誘
い
に
訪
れ
る
と
、
子
供
心
に
も
と
て
も
嬉
し
く
、
家
中
み
ん
な
い
そ
い
そ
と
出
か
け
た
そ
う
で
あ
る
。
薬
湯
は
、
こ
の
大
根
の
干
葉
の
外
に
、
蓬
や
密
柑
な
ど
色
々
あ
り
、
五
月
に
は
菖
蒲
湯
、
夏
は
お
ん
ば
く
（
お
お
ば
こ
　
大
葉
子
）
・
ド
ク
ダ
ミ
な
ど
の
風
呂
が
あ
っ
た
と
言
う
。
消
毒
の
意
味
が
強
か
っ
た
そ
う
だ
。
風
呂
を
出
て
も
す
ぐ
に
帰
ら
ず
に
、
囲
炉
裏
の
端
で
濡
れ
た
手
拭
を
持
っ
て
、
手
拭
が
乾
く
ま
で
夜
更
け
ま
で
話
し
合
い
、
遅
く
な
る
と
泊
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
百
人
一
首
を
し
た
り
、
餅
を
食
べ
た
り
し
て
楽
し
く
過
ご
し
、
近
所
の
社
交
の
場
に
な
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
一
つ
の
裡
諺
の
背
後
に
潜
む
、
人
々
の
生
活
の
重
み
が
感
じ
ら
れ
よ
う
。
④
ド
ヨ
ウ
モ
チ
（
土
用
餅
）
　
　
ド
ヨ
ウ
モ
チ
ハ
ハ
ラ
バ
タ
ニ
ナ
ル
　
　
土
用
餅
は
腸
に
な
る
【
解
説
と
考
察
】
　
勝
俣
タ
メ
氏
、
山
本
フ
ク
氏
よ
り
採
集
。
土
用
の
丑
の
日
に
は
、
ど
こ
で
も
餅
を
掲
い
て
食
べ
た
が
、
こ
れ
が
と
て
も
体
に
良
く
、
栄
養
に
な
る
と
い
う
意
味
だ
と
言
う
。
父
に
拠
れ
ば
、
昔
は
何
か
と
言
え
ば
よ
く
餅
を
尊
き
、
主
な
も
の
で
も
、
正
月
餅
（
年
末
）
、
寒
餅
（
二
月
の
初
め
）
、
節
句
餅
（
三
月
と
五
月
）
、
土
用
餅
（
七
月
）
が
あ
っ
た
と
い
う
。
今
は
、
土
用
の
丑
の
日
に
は
鰻
を
食
べ
る
の
が
一
般
化
し
て
い
る
が
、
昔
は
鰻
に
限
ら
ず
、
夏
バ
テ
を
防
ぐ
た
め
に
、
栄
養
が
あ
る
も
の
な
ら
何
で
も
摂
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
、
特
に
餅
は
手
軽
な
栄
養
食
と
し
て
推
奨
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
五
、
そ
の
他
の
古
諺
・
偲
謡
①
ア
メ
（
雨
）
a
、
ハ
コ
ネ
ノ
ジ
ン
ジ
ャ
ノ
チ
ョ
ウ
ズ
ニ
イ
ッ
テ
ミ
ズ
ヲ
コ
ボ
ス
ト
ア
メ
ガ
　
　
フ
ル
　
　
箱
根
の
神
社
の
手
洗
水
に
行
っ
て
水
を
こ
ぼ
す
と
雨
が
降
る
【
解
説
と
考
察
】
　
勝
俣
タ
メ
・
山
本
フ
ク
氏
よ
り
採
集
。
日
照
り
の
時
に
、
雨
乞
い
の
た
め
に
箱
根
神
社
（
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
心
元
箱
根
）
の
手
洗
水
ま
で
行
っ
て
、
水
を
地
面
に
こ
ぼ
す
と
、
雨
が
降
っ
た
と
言
う
。
箱
根
神
社
は
、
祭
神
　
　
　
　
　
　
う
　
し
　
は
　
き
　
ま
を
箱
根
の
山
を
宇
斯
波
伎
坐
す
大
神
と
す
る
が
、
中
興
の
開
山
で
あ
る
万
巻
上
人
が
、
芦
の
湖
の
主
で
あ
る
九
頭
龍
神
を
湖
水
の
中
に
祈
疇
で
呪
縛
し
て
鉄
鎖
で
繋
い
だ
と
言
う
伝
承
を
持
つ
よ
う
に
、
「
権
現
さ
ん
の
御
手
洗
の
池
」
と
し
て
の
芦
の
湖
と
、
そ
こ
に
住
む
九
頭
龍
神
と
も
関
係
深
い
神
社
で
あ
　
れ
　
る
。
龍
が
水
神
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
の
は
周
知
の
通
り
で
、
芦
の
湖
の
水
と
相
異
っ
て
、
右
の
如
き
言
い
伝
え
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
雨
乞
い
や
雨
止
め
は
、
農
業
が
主
体
の
時
代
に
は
、
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
宮
城
野
の
宝
珠
院
で
も
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
唱
え
な
が
ら
大
き
な
珠
数
を
大
勢
で
回
し
な
が
ら
、
大
粒
の
珠
数
が
来
た
時
に
頭
に
戴
く
、
所
謂
百
万
遍
念
仏
が
行
わ
れ
、
雨
乞
い
等
を
し
た
と
い
う
。
b
、
ド
ロ
ダ
ン
ゴ
ヲ
ツ
ク
ル
ト
ア
メ
ガ
フ
ル
泥
団
子
を
作
る
と
雨
が
降
る
13
【
解
説
と
考
察
】
　
筆
者
自
身
の
記
憶
に
拠
る
。
小
さ
い
頃
、
庭
で
泥
い
じ
り
を
し
、
泥
と
水
を
混
ぜ
て
泥
団
子
を
作
っ
て
い
る
と
、
母
か
ら
、
「
泥
団
子
を
作
る
と
雨
が
降
る
か
ら
止
め
な
さ
い
。
」
と
言
わ
れ
た
も
の
だ
。
こ
れ
は
、
泥
に
水
を
加
え
て
団
子
を
作
る
と
い
う
行
為
が
、
地
面
に
雨
が
降
っ
て
、
泥
の
挙
り
が
で
き
た
り
す
る
と
い
う
現
象
と
類
似
し
て
い
る
た
め
に
、
連
想
作
用
で
言
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
神
話
的
発
想
と
よ
く
似
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
②
ナ
ナ
ク
サ
ノ
ウ
タ
（
七
草
の
歌
）
　
　
ナ
ナ
ク
サ
ナ
ズ
ナ
、
ト
ウ
ド
ノ
ト
リ
ト
、
ニ
ホ
ン
ノ
ト
リ
ガ
、
ワ
タ
ラ
　
　
ヌ
サ
キ
ニ
、
オ
タ
ナ
ノ
シ
タ
デ
、
ア
ワ
セ
テ
バ
ッ
タ
バ
タ
　
　
七
草
齊
、
唐
土
の
鶏
と
、
日
本
の
鶏
が
、
渡
ら
ぬ
先
に
、
お
棚
の
下
で
、
　
　
合
せ
て
バ
ッ
タ
バ
タ
　
【
解
説
と
考
察
】
　
父
よ
り
採
集
。
こ
れ
は
、
正
月
七
日
の
七
草
の
時
に
、
七
草
粥
を
作
る
が
、
そ
の
粥
に
入
れ
る
七
草
を
刻
む
時
に
歌
う
唄
で
あ
る
。
筆
者
も
幼
少
の
頃
、
父
が
、
年
神
様
の
神
棚
の
下
に
姐
を
持
ち
出
し
て
、
こ
の
唄
を
歌
い
乍
ら
、
杓
文
字
で
七
草
を
叩
い
て
刻
ん
だ
の
を
見
た
記
憶
が
あ
る
。
昔
は
、
全
国
ど
一
こ
で
も
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
最
近
は
、
ほ
と
ん
ど
廃
れ
て
し
ま
っ
て
、
稀
に
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
歌
の
通
釈
を
し
た
も
の
は
管
見
で
は
見
出
し
得
な
か
っ
た
の
で
、
次
に
示
す
。
線
型
は
、
七
七
七
七
七
九
で
整
っ
た
形
を
し
て
い
る
。
　
【
通
釈
】
　
七
草
に
入
れ
る
善
は
、
（
鶏
の
好
物
だ
か
ら
）
、
中
国
の
鶏
や
、
日
本
の
鶏
が
、
（
こ
の
醤
を
食
べ
に
）
や
っ
て
来
な
い
う
ち
に
、
（
年
神
様
の
）
神
棚
の
下
で
、
（
残
り
の
六
種
の
若
草
と
）
一
緒
に
合
わ
せ
て
、
バ
ッ
タ
バ
タ
と
（
杓
文
字
で
刻
ん
で
し
ま
い
、
七
草
粥
を
作
っ
て
し
ま
お
う
。
）
③
カ
ツ
ノ
キ
デ
カ
キ
ノ
キ
ヲ
タ
タ
ク
ト
ナ
エ
ゴ
ト
　
を
叩
く
唱
え
言
）
（
か
つ
の
木
で
柿
の
木
　
甲
ナ
ル
カ
ナ
ラ
ナ
イ
カ
、
ナ
ラ
ヌ
ト
イ
ウ
ト
、
ラ
イ
ネ
ン
ブ
ッ
タ
ギ
ル
　
　
　
ゾ
　
　
　
生
る
か
生
ら
な
い
か
、
生
ら
ぬ
と
言
う
と
、
来
年
ぶ
っ
た
切
る
ぞ
　
乙
　
ナ
ル
カ
ラ
カ
ン
ニ
ン
シ
ロ
　
　
　
生
る
か
ら
勘
忍
し
ろ
【
解
説
と
考
察
】
　
伯
母
よ
り
採
集
。
小
正
月
（
一
月
十
五
日
）
に
、
か
つ
の
木
の
周
り
を
削
い
で
、
真
中
を
割
っ
て
、
中
に
小
豆
ダ
ン
ゴ
を
入
れ
て
、
柿
の
木
を
叩
く
時
の
唱
え
言
だ
と
言
う
。
こ
の
か
つ
の
木
と
は
、
『
物
妬
称
呼
』
に
「
庭
木
　
ぬ
る
で
の
き
…
…
陸
奥
及
越
前
相
模
に
て
、
か
つ
の
木
と
云
」
と
あ
る
も
の
で
、
全
国
的
に
は
「
ぬ
る
で
」
と
い
う
が
、
相
模
の
一
部
で
あ
る
箱
根
宮
城
野
で
は
「
か
つ
の
木
」
と
呼
ぶ
、
漆
科
の
落
葉
小
喬
木
で
あ
る
つ
甲
が
、
そ
の
か
つ
の
木
で
柿
の
木
を
叩
き
、
乙
が
、
柿
の
木
の
代
わ
り
に
謝
ま
る
と
い
う
形
で
、
屋
敷
中
の
柿
の
木
を
叩
き
回
わ
り
、
豊
作
を
祈
願
し
た
行
事
に
お
い
て
唱
え
ら
れ
る
一
種
の
呪
言
で
、
甲
乙
の
掛
け
合
い
と
い
う
形
式
が
面
白
い
。
乙
が
柿
の
木
の
気
持
ち
を
代
弁
す
る
の
は
、
い
か
に
も
日
本
的
で
あ
る
。
一
月
二
日
は
初
山
な
の
で
山
に
出
か
け
、
持
参
の
お
餅
を
半
分
山
の
神
へ
供
え
、
そ
の
後
、
こ
の
か
つ
の
木
を
山
か
ら
採
っ
て
来
て
、
十
五
日
ま
で
神
棚
に
上
箱
根
宮
城
野
地
区
に
伝
わ
る
狸
諺
・
俗
信
・
埋
謡
に
つ
い
て
勝
　
　
俣
隆
14
げ
て
お
く
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
小
正
月
当
日
に
右
の
行
事
が
行
わ
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
か
つ
の
木
は
、
古
く
「
粥
の
木
」
と
も
言
い
、
小
正
月
の
粥
を
煮
る
時
に
掻
き
回
わ
す
棒
と
し
て
使
わ
れ
、
こ
の
棒
で
子
の
な
い
女
性
の
腰
を
叩
く
と
妊
娠
す
る
と
い
う
俗
説
が
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
枕
草
子
で
、
　
　
　
十
五
日
、
節
供
ま
み
り
す
ゑ
、
か
ゆ
の
木
ひ
き
か
く
し
て
、
家
の
御
　
　
達
、
女
房
な
ど
の
う
か
か
ぶ
を
、
う
た
れ
じ
と
用
意
し
て
、
つ
ね
に
う
　
　
し
ろ
を
心
づ
か
ひ
し
た
る
、
け
し
き
も
い
と
を
か
し
き
に
、
い
か
に
し
　
　
た
る
に
か
あ
ら
む
、
う
ち
あ
て
た
る
は
、
い
み
じ
う
興
あ
り
て
う
ち
わ
　
　
ら
ひ
た
る
は
い
と
は
え
ば
え
し
。
（
三
巻
本
、
三
段
）
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
『
狭
衣
物
語
』
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
果
て
の
十
五
日
は
、
若
き
人
々
群
れ
居
つ
〉
、
お
か
し
げ
な
る
粥
杖
　
　
ひ
き
か
く
し
つ
〉
、
か
た
み
に
う
か
ゴ
ひ
、
打
た
れ
じ
と
用
意
し
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
み
ず
ま
ひ
、
思
は
く
ど
も
も
、
各
々
お
か
し
う
見
る
を
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
、
「
粥
杖
」
と
な
っ
て
い
る
が
同
様
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
千
年
も
昔
か
ら
存
在
し
た
行
事
が
、
果
樹
を
せ
め
る
と
い
う
形
で
全
国
に
残
り
、
宮
城
野
の
場
合
は
、
果
樹
と
し
て
一
般
的
な
柿
の
木
に
対
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
③
ジ
ュ
ウ
ゴ
ヤ
ノ
ウ
タ
（
十
五
夜
の
歌
）
　
バ
ア
ヤ
、
ジ
ュ
ウ
ゴ
ヤ
ク
ン
ネ
エ
カ
。
ク
ン
ネ
エ
ト
ト
ン
ビ
デ
ツ
ッ
ツ
　
ク
ゾ
。
　
婆
や
、
十
五
夜
く
ん
ね
え
か
。
く
ん
ね
え
と
と
ん
び
で
突
っ
つ
く
そ
。
【
解
説
と
考
察
】
勝
俣
タ
メ
氏
、
山
本
フ
ク
氏
か
ら
前
半
部
分
を
聞
き
、
後
に
、
父
か
ら
完
全
な
形
を
採
集
し
た
。
こ
れ
は
、
十
五
夜
の
時
歌
わ
れ
た
歌
謡
で
あ
る
。
十
五
夜
に
は
、
大
き
な
団
子
を
十
五
個
作
っ
て
盛
り
つ
け
、
薄
も
十
五
本
活
け
て
、
他
に
栗
や
枝
豆
な
ど
も
盛
っ
て
月
見
を
す
る
が
、
本
来
、
そ
の
団
子
を
盗
む
時
の
歌
だ
と
言
う
。
勝
俣
タ
メ
氏
、
山
本
フ
ク
氏
に
拠
れ
ば
、
と
ん
び
と
は
、
長
い
棒
の
先
に
釘
を
付
け
た
も
の
で
、
大
人
が
雑
談
し
て
い
る
う
ち
に
、
男
女
に
限
ら
ず
子
供
が
、
そ
の
と
ん
び
で
団
子
を
さ
し
て
盗
ん
だ
と
言
う
こ
と
だ
。
団
子
を
盗
ま
れ
る
と
縁
起
が
良
い
と
言
い
、
わ
ざ
わ
ざ
盗
み
易
く
す
る
よ
う
に
、
団
子
の
中
に
館
を
入
れ
た
り
も
し
た
そ
う
だ
。
父
に
拠
れ
ば
、
実
際
に
団
子
を
盗
む
風
習
が
行
わ
れ
た
の
は
大
正
頃
ま
で
で
、
父
の
子
供
時
代
の
昭
和
初
期
で
は
、
こ
の
歌
を
唄
い
な
が
ら
、
子
供
た
ち
が
集
団
で
、
栗
や
枝
豆
な
ど
を
一
軒
一
軒
も
ら
い
歩
い
た
と
言
う
。
行
く
先
々
で
は
、
子
供
た
ち
の
た
め
に
予
め
与
え
る
も
の
を
用
意
し
て
あ
り
、
歌
の
内
容
に
反
し
て
、
平
和
な
や
り
取
り
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
【
語
釈
】
○
バ
ア
ヤ
　
老
婆
へ
の
呼
び
掛
け
で
あ
る
。
家
事
を
取
り
仕
切
る
主
婦
権
が
、
　
嫁
で
な
く
姑
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
・
○
ジ
ュ
ウ
ゴ
ヤ
　
団
子
を
初
め
と
し
た
十
五
夜
の
供
物
を
指
し
て
十
五
夜
と
　
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
○
ク
ン
ネ
ー
カ
　
「
く
れ
な
い
か
」
の
神
奈
川
県
西
部
方
言
で
あ
る
。
○
ク
ン
ネ
ー
ト
　
「
く
れ
な
い
と
」
の
神
奈
川
県
西
部
方
言
で
あ
る
。
○
ト
ン
ビ
　
父
の
話
で
は
、
竹
竿
の
先
に
釘
を
つ
け
た
も
の
だ
と
い
う
。
恐
　
ら
く
、
そ
の
形
が
、
鳶
（
と
ん
び
）
の
階
を
連
想
さ
せ
た
と
こ
ろ
が
ら
の
　
命
名
で
あ
ろ
う
。
【
通
釈
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
婆
や
、
十
五
夜
（
の
供
え
物
を
）
く
れ
な
い
か
。
も
し
、
く
れ
な
い
と
、
15
ト
ン
ビ
で
（
体
を
）
突
っ
つ
く
そ
。
（
嫌
な
ら
早
く
く
れ
ろ
。
）
結
び
　
以
上
、
宮
城
野
の
透
写
・
俗
信
・
便
謡
の
紹
介
・
解
説
を
行
っ
た
。
勿
論
、
こ
れ
が
す
べ
て
で
な
く
、
紙
幅
の
関
係
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
の
機
会
に
考
察
を
行
い
た
い
と
思
う
。
　
注（
1
）
　
拙
稿
「
箱
根
宮
城
野
地
区
に
伝
わ
る
便
謡
に
つ
い
て
」
（
『
長
崎
大
学
教
育
学
部
門
　
　
文
科
学
研
究
報
告
第
四
二
号
』
、
平
成
三
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
し
。
（
2
）
　
青
木
氏
は
、
静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
出
身
で
宮
城
野
に
嫁
入
り
さ
れ
た
の
で
、
青
　
　
円
盆
か
ら
採
集
し
た
も
の
は
厳
密
な
意
味
で
宮
城
野
の
も
の
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
　
　
が
、
約
七
十
年
宮
城
野
に
居
住
さ
れ
て
い
る
の
で
参
考
に
さ
せ
て
頂
い
た
。
（
3
）
　
祖
母
は
、
神
奈
川
県
小
田
原
市
久
野
か
ら
嫁
入
り
し
て
お
り
、
宮
城
野
に
は
六
十
　
　
年
以
上
居
住
し
た
。
久
野
は
、
宮
城
野
と
箱
根
外
輪
山
の
明
星
ケ
岳
を
挟
ん
で
向
か
　
　
い
合
っ
て
お
り
、
両
地
は
婚
姻
等
で
関
係
が
深
か
っ
た
。
既
に
故
人
で
あ
る
の
で
、
　
　
祖
母
が
い
つ
ど
こ
で
こ
の
知
識
を
得
た
の
か
は
定
か
で
な
い
。
（
4
）
　
引
用
は
、
土
井
忠
生
他
選
訳
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
（
岩
波
書
店
）
昭
和
五
十
五
年
五
　
　
月
刊
に
拠
る
。
（
5
）
　
鈴
木
二
三
氏
著
、
角
川
書
店
、
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
。
（
6
）
　
日
本
国
語
大
辞
典
（
小
学
館
）
等
の
語
義
分
類
に
拠
る
。
（
7
）
　
定
本
柳
田
国
男
集
第
三
十
巻
（
筑
摩
書
房
、
昭
和
三
十
九
年
八
月
）
所
収
。
　
　
　
お
つ
　
　
　
　
み
お
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
み
お
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
さ
き
（
8
）
　
御
付
け
が
、
御
御
付
け
と
な
り
、
さ
ら
に
御
御
御
付
け
と
な
っ
た
よ
う
に
、
御
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
み
さ
き
　
　
と
い
う
言
葉
に
敬
意
を
感
じ
な
く
な
り
、
御
御
前
と
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
（
9
）
　
『
准
南
子
』
精
神
訓
に
「
日
中
影
藤
烏
」
、
『
五
経
通
義
』
に
「
日
中
有
三
足
烏
」
等
　
　
と
あ
り
、
馬
王
堆
で
見
つ
か
っ
た
幡
の
画
像
の
よ
う
に
太
陽
の
中
の
鳥
を
描
い
た
も
　
　
の
は
多
い
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
は
、
呉
茂
一
氏
『
ギ
リ
シ
ア
神
話
』
等
に
拠
る
。
（
1
0
）
　
「
ヨ
セ
へ
」
は
「
ヨ
ソ
へ
」
（
他
所
へ
）
の
神
奈
川
県
西
部
・
静
岡
県
東
部
の
方
言
　
　
で
あ
る
。
セ
と
ソ
の
関
係
は
、
遠
く
万
葉
集
の
東
歌
・
防
人
歌
で
、
工
列
乙
類
と
オ
　
　
列
乙
類
が
混
同
さ
れ
て
い
る
時
か
ら
続
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
万
葉
集
の
用
例
で
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
は
、
「
お
め
一
お
も
（
面
）
〔
巻
二
十
、
四
三
四
三
〕
」
、
「
わ
ぎ
め
こ
一
わ
ぎ
も
こ
（
吾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妹
子
）
〔
巻
二
十
、
四
三
四
五
）
」
、
「
い
ひ
し
け
と
ば
せ
一
い
ひ
し
こ
と
ば
ぞ
（
言
ひ
　
　
し
言
葉
ぞ
）
〔
巻
二
十
、
四
三
四
六
〕
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
（
1
1
）
　
関
敬
吾
氏
、
角
川
書
店
、
昭
和
五
十
四
年
五
月
（
1
2
）
　
『
日
本
俗
信
辞
典
』
（
注
5
）
や
、
『
日
本
方
言
大
辞
典
』
（
小
学
館
、
平
成
元
年
三
　
　
月
）
に
拠
る
。
（
1
3
）
　
徳
富
二
親
の
小
説
『
不
如
帰
』
の
女
主
人
公
浪
子
が
肺
病
で
あ
る
由
縁
で
あ
る
。
（
1
4
）
　
大
修
館
書
店
、
平
成
元
年
四
月
（
1
5
）
　
日
本
放
送
協
会
、
昭
和
五
十
一
年
（
1
6
）
　
野
島
出
版
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
（
1
7
）
　
日
本
野
鳥
の
会
徳
島
県
支
部
、
徳
島
新
聞
社
、
昭
和
六
十
年
八
月
（
1
8
）
杉
鮫
太
郎
氏
、
岡
山
文
庫
9
、
日
本
文
教
出
版
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
中
第
八
版
）
（
1
9
）
米
子
野
鳥
保
護
の
会
会
長
長
尾
俊
郎
氏
、
山
陰
放
送
、
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
（
2
0
）
　
注
（
7
）
に
同
じ
。
（
2
1
）
　
『
箱
根
神
社
大
系
』
、
箱
根
神
社
社
務
所
編
、
名
著
出
版
、
昭
和
五
十
五
年
の
複
刻
　
　
版
に
拠
る
。
（
2
2
）
　
以
上
、
『
枕
草
子
』
と
『
狭
衣
物
語
』
の
引
用
は
、
岩
波
書
店
の
日
本
古
典
文
学
大
　
　
系
本
に
拠
る
。
箱
根
宮
城
野
地
区
に
伝
わ
る
僅
諺
・
俗
信
・
僅
謡
に
つ
い
て
勝
　
　
俣
隆
16
（
付
記
本
稿
執
筆
に
当
た
り
、
浬
諺
・
俗
信
・
浬
謡
を
初
め
と
し
て
、
風
習
や
生
活
の
実
態
に
つ
い
て
、
種
々
の
御
教
示
を
賜
わ
り
ま
し
た
各
位
に
対
し
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
）
（
平
成
三
年
二
月
二
八
日
受
理
）
